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第２回大阪狭山市教育委員会定例会議議事録 

 

                令和３年（2021年）２月25日（木） 

                午前10時00分    開議 

                市役所３階   委員会室 

 

出席委員（５名） 

  竹谷 好弘  教育長 

  山田 順久  教育長職務代理者 

  田川 宜子  委員 

  河合 洋次  委員 

  井上 寿美  委員 

 

出席事務局の職員 

  山﨑 正弘 教育部長 

  酒匂 雅夫 教育部理事 

  松本 幸代 こども政策部長 

  北野 真也 教育総務グループ課長 

  尾島 肇  学校教育グループ課長 

  神楽所保則 学校給食グループ課長 

  林部 雅司 社会教育・スポーツ振興グループ課長 

  寺本 芳之 歴史文化グループ課長 

  浜口 亮  保育・教育グループ課長 

  井上 知久 子育て支援グループ課長 

  上尾 悦男 放課後こども支援グループ課長 

  酒谷由紀子 学校教育グループ参事 

 

書記 

  荒川 郁代 教育総務グループ参事 

  中村 圭吾 教育総務グループ主査 

  御田 青波 教育総務グループ主査 



議事日程 

 

開会 

    教育長活動報告 

 

議事 

 

日程第１ 議案第１号 独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共済掛 

           金に関する規則について 

日程第２ 報告第２号 大阪狭山市教育委員会事務局組織規則等の一部を改 

           正する規則について 

日程第３ 議案第３号 大阪狭山市教育委員会事務局の内部組織におけるグ 

           ループの設置に関する規程等の一部を改正する規程 

           について 

日程第４ 議案第４号 令和３年度大阪狭山市保育教育指針について 

日程第５ 報告第１号 大阪狭山市いじめ問題調査委員会委員の委嘱につい 

           て 

日程第６ 報告第２号 大阪狭山市附属機関設置条例の一部を改正する条例 

           について 

日程第７ 報告第３号 令和２年度（2020年度）大阪狭山市一般会計補正予 

           算（第18号 教育委員会関係）について 

日程第８ 報告第４号 令和２年度（2020年度）大阪狭山市一般会計補正予 

           算（第19号 教育委員会関係）について 

日程第９ 報告第５号 令和３年度（2021年度）大阪狭山市一般会計予算 

           （教育委員会関係）について 

日程第10 報告第６号 令和３年度（2021年度）大阪狭山市一般会計補正予 

           算（第１号 教育委員会関係）について 

 

 

閉会 

 ○各グループの報告事項 
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教育長（竹谷好弘） 

 改めまして、おはようございます。 

 本日の出席委員数は定足数に達しております

ので、会議は成立いたします。 

 ただいまから、令和３年第２回教育委員会定

例会議を開会いたします。 

 なお、議事録の署名委員は、会議規則により

まして、山田教育長職務代理者、井上委員を指

名いたします。 

 教育長活動報告でございますが、１月29日、

２月10日、南河内地区人事協議会と南河内地区

市町村教育長連絡協議会に参加をしております。

これは、年度末に向けまして管理職人事等に関

する協議、それと南河内６市１町１村の情報交

換という内容で毎年行われます。 

 ２月16日には緊急議会がございまして、コロ

ナ対応等の補正予算の審議をいたしております。 

 主なものは以上でございます。 

 それでは、早速でございますが、議事に移り

たいと思います。 

 本日の議案でございますが、日程第１、議案

第１号、独立行政法人日本スポーツ振興センタ

ー災害共済掛金に関する規則についてを議題と

いたします。担当に説明を求めます。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 それでは、議案第１号、独立行政法人日本ス

ポーツ振興センター災害共済掛金に関する規則

についてご説明いたします。 

 資料は、１ページから３ページでございます。 

 本規則の制定理由についてでございますが、

独立行政法人日本スポーツ振興センター災害共

済掛金は、学校設置者が保護者等の同意を得て

独立行政法人日本スポーツ振興センターとの間

に災害共済給付契約を結ぶことで、学校管理下

における児童・生徒等の負傷や疾病などに対し

災害共済給付を行うことができる全国一律の共

済制度における共済掛金でございますが、今般、

独立行政法人日本スポーツ振興センターより公

立義務教育小学校の設置者に対しまして、共済

掛金における保護者負担額の設定状況を確認す

るとともに、共済掛金の徴収に関する規則を整

備することについて依頼がありましたことから

必要な事項を定めるものでございます。 

 制定の概要でございますが、規則の第１条で

は、規則の趣旨について制定することといたし

ました。 

 第２条では、掛金の額について規定すること

としました。 

 第３条では、掛金の免除ができる要件につい

て規定することとしました。 

 第４条では、掛金の徴収時期について規定す

ることとしました。 

 第５条では、掛金の徴収後に免除要件に該当

した場合の還付について規定することとしまし

た。 

 第６条では、委任について規定することとし

ました。 

 公布期日、施行期日とも令和３年４月１日を

予定しております。 

 以上、簡単な説明ではございますが、ご審議

につきましてよろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 ただいまの説明につきまして、何かご意見、

ご質問等ございませんでしょうか。 

 河合委員。 

教育委員（河合洋次） 

 共済の掛金を実際上げているんですけど、こ

れは児童全員が加入するのですか。強制加入と

いう形ですか。 

教育長（竹谷好弘） 

 担当。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 基本的に加入していただくということで、加

入をお願いするご案内を児童・生徒の保護者様
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に対して通知させていただいているところでご

ざいます。 

教育委員（河合洋次） 

 傷害保険などは、別で入っている保護者もい

らっしゃると思うんですけど、そういう方も加

入しなければならないものですか。 

教育長（竹谷好弘） 

 担当。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 把握しているところでは、ほとんど全ての保

護者様に加入していただいておりまして、まれ

に外国の学校に就学していて転入されてきた場

合などは未加入の方がいらっしゃいまして、そ

ういう方には改めてご案内をさせていただくこ

ととしております。 

教育委員（河合洋次） 

 では、共済の金額は安いんですね。年額460

円ですから安い。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 年額は920円のところ、保護者様のご負担と

しては、その半額の460円を小・中学校ではご

負担いただくということでございます。 

教育委員（河合洋次） 

 一部は市のほうで負担してくれると。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 はい。 

教育長（竹谷好弘） 

 ほかに何かご意見、ご質問ありますか。 

教育委員（山田順久） 

 質問ですが、これは従前からあった制度を、

改めてこういう規則をつくったという認識でい

いですか。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 はい、そのとおりでございます。徴収金額を

明示して位置づけるようにという依頼に基づく

ものでございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 ほかに何かございませんか。 

 ほかにご意見、ご質問もないようでございま

すので、本案を原案のとおり可決することにご

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 日程第１、議案第１号、独立行政法人日本ス

ポーツ振興センター災害共済掛金に関する規則

については承認されました。 

 続きまして、日程第２、議案第２号、大阪狭

山市教育委員会事務局組織規則等の一部を改正

する規則についてを議題といたします。 

 担当に説明を求めます。 

 担当。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 それでは、議案第２号、大阪狭山市教育委員

会事務局組織規則等の一部を改正する規則につ

きましてご説明させていただきます。 

 資料につきましては、４ページから15ページ

まででございます。また、別途お手元に配付さ

せていただいております教育総務グループ参考

資料も併せてご参照いただければと存じます。 

 まず、規則改正の理由でございますが、昨年

の12月定例月議会におきまして、令和３年４月

１日から市の組織再編や統合などの機構改革を

実施するため、大阪狭山市事務分掌条例の一部

が改正されたところでございます。これに伴い、

昨年から市長部局との協議の下、教育委員会事

務局の組織につきましても、令和３年４月１日

から機構改革を実施する方向で調整を図ってま

いりました。 

 本日の案件につきましては、教育委員会事務

局の組織機構改革に伴いまして、組織及び所管

事務等を変更するに当たり、関係する教育委員

会規則の規定を整備する必要があるためご提案

するものでございます。 

 次に、機構改革の主な概要について簡単にご
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説明させていただきます。 

 別途配付しております教育総務グループ参考

資料をご覧ください。 

 このたびの組織の見直しでは、公共施設の半

分以上を占める教育施設の改修や営繕を一元的

に管理することにより、施設管理や改修工事に

関する知識や技術の集約と蓄積を図るため、幼

稚園、こども園を含む学校施設、社会教育施設

など教育施設を管理するグループとして新たに

教育施設グループを新設いたします。また、学

校給食の公会計化など効率的な組織運営を実現

することを目的として学校給食グループを廃止

し、学校給食の提供や食育指導に関することは

学校教育グループが、学校給食センターの施設

設備の改修や営繕に関することは教育施設グル

ープが、給食代の会計事務は教育総務グループ

がそれぞれ所管することといたします。 

 また、教育総務グループについては、施設管

理に関する業務を切り離すことで、教育委員会

の庶務機能に加え教育に関する政策立案をする

グループであることを明確にいたします。 

 次に、社会教育・スポーツ振興グループにつ

いては、社会教育法における社会教育の概念に

社会体育も含まれていることを踏まえて、組織

名称を社会教育グループに変更いたします。 

 続きまして、これらを踏まえまして大阪狭山

市教育委員会事務局組織規則等の一部を改正す

る規則についてご説明させていただきます。 

 資料５ページから８ページの改正規則（案）

と、９ページから15ページの新旧対照表をご覧

ください。 

 まず、改正規則第１条の大阪狭山市教育委員

会事務局組織規則の一部改正でございます。機

構改革による教育施設グループの新設及び学校

給食グループの廃止に伴いまして、事務局組織

規則第７条に規定する事務分掌について整備を

するものでございますが、９ページの新旧対照

表にありますとおり、改正後の教育部の事務分

掌の第１号につきましては、改正前には教育委

員及び教育長の秘書に関する事項が明確に位置

づけられておりませんでしたので整備をするも

のでございます。 

 また、改正後の第２号から第11号につきまし

ては、本規則の改正に合わせて文言等について

所要の改正を行うものでございます。 

 次に、改正後の第12号から資料11ページに記

載がございます第57号につきましては、機構改

革後の各所属が所掌する事務を組織機構図にあ

る建制順に整理をするものでございまして、各

号に規定する所掌事務の内容についての改定は

ございません。 

 次に、改正後の第58号から第67号につきまし

ては、新たに設置いたします教育施設グループ

の所掌事務を規定するものでございます。 

 こども政策部の分掌事務の改正につきまして

は、機構改革後においては教育施設グループが

子育て支援センター、子育て支援・世代間交流

センター、市立幼稚園・こども園、放課後児童

健全育成事業に伴う施設管理を所管することか

ら、所要の改正を行うものでございます。 

 続きまして、大阪狭山市教育委員会公印規則

の一部改正でございます。 

 13ページをご覧ください。 

 社会教育・スポーツ振興グループの所属名称

が社会教育グループに変更されることに伴い、

公印保管者の名称を改めるものでございます。 

 続きまして、大阪狭山市教育委員会事務局等

に勤務する職員の勤務時間等に関する規則の一

部改正でございます。 

 14ページをご覧ください。 

 こちらについては、学校給食グループを廃止

し、学校給食の提供や食育指導に関することは

学校教育グループが所管することになるため、

第３条に規定する勤務時間等の割り振り等の別
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表の区分を「学校給食グループに所属する職員」

から「学校教育グループに所属する職員のうち

学校給食を担当する職員」に改めるものでござ

います。 

 最後に、附則でございますが、本規則の施行

期日を令和３年４月１日と規定させていただい

ております。 

 以上、大変簡単な説明ではございますが、よ

ろしくご審議いただきますようお願いいたしま

す。 

教育長（竹谷好弘） 

 ただいまの説明につきまして、何かご意見、

ご質問等ありませんでしょうか。 

 どうぞ、山田委員。 

教育委員（山田順久） 

 機能的な組織機構となっていいと思います。 

 ちょっと１点だけ質問なんですけど、総務グ

ループのほうに企画立案等が中心になるという

ことなんですけども、その際、学校教育だとか

社会教育だとか、歴史文化グループとの関連性

というか、そのあたりはどういう形にされよう

としているのかお教え願えますか。 

教育長（竹谷好弘） 

 担当。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 関連性ということでございますけれども、今

現行におきましても、例えば重要な事業ですと

か、あと例規改定が伴うようなものについては

教育総務グループも必ず決裁の合議はいただい

ておるところでございます。 

 機構改革後におきましても、そのあたりの部

分というのは現行変わることなく対応してまい

りたいと考えてございますので、その点ご理解

くださいますようよろしくお願いします。 

教育部長（山崎正弘） 

 ちょっと補足をさせてもらいます。 

 昨今は学校施設の大規模校化であるとか、今

後、施設の再編とかいうのを行っていく中で、

来年度早々にはこれからの学校園のあり方検討

委員会というのを市の組織として立ち上げよう

というような形で考えております。この辺は教

育総務グループで所管をいたしますけれども、

教育委員会全般にわたるような内容にもなって

いきますので、そういった立場で教育行政全般

を総括するような部署として教育総務グループ

は位置づけていきたいなと、このように考えて

いるところです。 

教育長（竹谷好弘） 

 山田委員、よろしいでしょうか。 

教育委員（山田順久） 

 はい。 

教育長（竹谷好弘） 

 ほかに何かご意見、ご質問等ございませんで

しょうか。 

 ないようでございますので、日程第２、議案

第２号、大阪狭山市教育委員会事務局組織規則

等の一部を改正する規則については承認されま

した。 

 続きまして、日程第３、議案第３号、大阪狭

山市教育委員会事務局の内部組織におけるグル

ープの設置に関する規程等の一部を改正する規

程についてを議題といたします。 

 担当に説明を求めます。 

 担当。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 それでは、議案第３号、大阪狭山市教育委員

会事務局の内部組織におけるグループの設置に

関する規程等の一部を改正する規程についてご

説明をさせていただきます。 

 資料につきましては、16ページから39ページ

までとなってございます。 

 まず、規程改正の理由でございますが、先ほ

どの議案第２号、大阪狭山市教育委員会事務局

組織等の一部を改正する規則についての議案説
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明と重複しますが、機構改革によります教育施

設グループの新設、学校給食グループの廃止、

社会教育・スポーツ振興グループの所属名称の

変更に伴いまして所要の改正を行うものでござ

います。 

 それでは、規程改正の詳細について説明をさ

せていただきますので、17ページから27ページ

の改正規程（案）と28ページから39ページの新

旧対照表をご覧ください。 

 まず、改正規程の第１条でございますが、大

阪狭山市教育委員会事務局の内部組織における

グループの設置に関する規程、第２条の表中の

教育部のグループの欄から学校給食グループを

削り、社会教育・スポーツ振興グループを社会

教育グループに改め、歴史文化グループの次に

教育施設グループを新たに加えるものでござい

ます。 

 次に、改正規程の第２条でございますが、大

阪狭山市教育委員会事務局決裁規程の別表２で

規程する専決事項を整理するものでございまし

て、現在、こども政策部で所管している子育て

支援センター、子育て支援・世代間交流センタ

ー、市立幼稚園、こども園、放課後児童健全育

成事業に伴う施設管理を、機構改革後は教育部

に新設いたします教育施設グループが所管する

ことから、専決事項について所要の改正を行う

ものでございます。 

 また、現行の事務決裁規程には、教育長の専

決処分について規程がございませんでしたので、

整理をさせていただくとともに、軽微な文言の

修正も併せてさせていただいております。 

 次に、改正規程の第３条でございます。 

 39ページをご覧ください。 

 大阪狭山市日本遺産認定検討会議設置規程で

す。別表中の「政策推進部広報・魅力発信グル

ープ課長」を「政策推進部広報・プロモーショ

ングループ課長」に改めるものでございますが、

こちらにつきましては市長部局の組織機構改革

の所属名称の変更によるものでございます。 

 最後に、附則でございますが、本規程の施行

期日を令和３年４月１日と規程させていただい

ております。 

 以上、誠に簡単な説明でございますが、よろ

しくお願いご審議くださいますようお願いいた

します。 

教育長（竹谷好弘） 

 ただいまの説明につきまして、何かご意見、

ご質問等ございませんでしょうか。 

 特にご意見、ご質問等ないようでございます

ので、本案を原案のとおり可決することにご異

議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 日程第３、議案第３号、大阪狭山市教育委員

会事務局の内部組織におけるグループの設置に

関する規程等の一部を改正する規程については

承認されました。 

 大変申し訳ございませんが、私、先ほどの日

程第２、議案第２号の可否確認をしておりませ

んでした。失礼いたしました。 

 日程第２、議案第２号、大阪狭山市教育委員

会事務局組織規則等の一部を改正する規則につ

いて、本案を原案のとおり可決することにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 失礼いたしました。確認をさせていただきま

した。 

 続きまして、日程第４、議案第４号に移りま

す。令和３年度大阪狭山市保育教育指針につい

てを議題といたします。担当に説明を求めます。 

 担当。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 それでは、議案第４号、令和３年度大阪狭山

市保育教育指針についてご説明いたします。 



－6－ 

 資料は、40ページから41ページでございます。 

 令和３年度の大阪狭山市保育教育指針につき

ましては、第２期教育振興基本計画の策定によ

り内容を大きく見直しました昨年度の大阪狭山

市保育教育指針をベースとして見直してまいり

ました。 

 このたび見直しを行いましたのは、中ほどの

特別重点の部分でございます。新しい保育教育

指針の２年目ということで、取組の重点は昨年

度と同様としながらも、大阪府教育長の令和３

年度市町村への指導・助言事項を参考としまし

て、昨今の状況を鑑みて、新型コロナウイルス

感染症に係る乳幼児・児童・生徒の安心安全の

確保と学びの保障を優先課題に位置づけて取り

組んでまいりたいと考えております。 

 以上、簡単な説明ではございますが、ご審議

につきましてよろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 ただいまの説明につきまして、何かご意見、

ご質問等はございませんでしょうか。 

 井上委員。 

教育委員（井上寿美） 

 乳幼児が含まれていると考えてもいいんでし

ょうか。取組の重点のところに、新学習指導要

領に対応したとなっているんですが、保育も含

まれているので、「等」「など」という文言を

一つ入れていただくと、広く幼保連携型認定こ

ども園保育要領なども網羅されるのかなと感じ

ました。 

 もう一つよろしいでしょうか。ＵＤフォント

で作られているなというのを感じまして、読み

やすいなと思っているんですが、これは資料上

の部分もＵＤフォントなんでしょうか。下はＵ

Ｄフォントだなと思ったんですが、上の表が、

これがＵＤフォントなのかどうなのかというこ

とを確認させていただきます。 

教育長（竹谷好弘） 

 それでは、先ほどの対象の部分ですね。特別

重点の対象の部分と、フォントの関係について、

よろしくお願いいたします。 

 担当。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 乳幼児とさせていただいているところで、そ

の取組の重点の新学習指導要領の次に「等」を

入れることで保育教育要領等もカバーするとい

うことで、その方向で再度検討させていただき

たいと存じます。 

 あと、ＵＤフォントにつきましては、ちょっ

と上のフォントが何なのか、今この場で申し上

げることはできないんですが、ちょっともう一

度見直しまして、読みやすく、ＵＤフォントを

もし使っていなければ使う方向で調整してまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 よろしいでしょうか。 

 ほかに何か。河合委員。 

教育委員（河合洋次） 

 特別重点ということでこれが加わったという

ことなんですけど、具体的に保護者とか地域の

方々に対して特別重点についてどのような発信

をされる予定なのか、お教え願えませんか。 

教育長（竹谷好弘） 

 担当。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 現段階では、この特別重点に位置づけました

ということについてのお知らせというのは予定

いたしておりませんが、ＧＩＧＡスクールの導

入であったり、子どもたちの授業づくりについ

ても、家庭での学習が必要となったときの対応

を今後重点的に取り組んでまいりたいと考えて

おりますので、そういった学習環境整備の意味

も含めましてこの取組を進めてまいりたいと考

えております。以上でございます。 
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教育長（竹谷好弘） 

 田川委員。 

教育委員（田川宜子） 

 すみません、親の立場というか保護者の立場

で、この特別重点の中の安心安全の確保とある

んですけど、学びの保障というのは分かるんで

すけど、安心安全の確保の中身、具体的にはど

ういうことを安心安全の確保と言うのかという

ことを示していただいたらと思います。 

教育長（竹谷好弘） 

 担当。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 安心安全の確保の具体的な中身としましては、

学習環境整備の中の手洗い・うがいについての

指導であったり、場合によっては手指の消毒器

の活用であったり、あるいは密に配慮した授業

でありますとか、授業内容でありますとか、そ

ういったところを想定しておりまして、新しい

生活様式にのっとった学習形態に基づいて進め

ていこうと考えておりまして、その部分をまず

集約すると今回このような文言でご提案させて

いただいているという次第でございます。 

 以上です。 

教育委員（田川宜子） 

 ありがとうございました。 

教育長（竹谷好弘） 

 標語という表現ではこのようにさせていただ

きましたという内容になりますね。 

教育委員（井上寿美） 

 すみません、もう一点。 

教育長（竹谷好弘） 

 井上委員。 

教育委員（井上寿美） 

 ＩＣＴ環境の整備のことなどの文言は、ここ

には不要でしょうか。保育教育環境の充実のあ

たりに入ってもいいのかなと思ったのですが、

いかがでしょうか。 

教育長（竹谷好弘） 

 担当。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 ＩＣＴ環境についてもいかがしましょうかと

考えたのですけれども、この新学習指導要領の

対応でありますとか、特別重点の対応で、１人

１台のタブレット端末等は当然これからの授業

づくりで研究、推進していくものでございまし

て、あくまでここにある重点にのっとってツー

ルとして使ってまいりたいという思いもござい

まして、今回案の中にはお示しはしていないと

ころでございます。 

 以上でございます。 

教育委員（井上寿美） 

 分かりました。 

教育長（竹谷好弘） 

 ほかに何かご意見、ご質問等ございますでし

ょうか。 

 山田委員、先ほどのご質問の答えに関しては

よろしゅうございますか。 

教育委員（山田順久） 

 はい、結構です。 

教育長（竹谷好弘） 

 それでは、ほかにないようでございますので、

本案を原案のとおり可決することにご異議あり

ませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 日程第４、議案第４号、令和３年度大阪狭山

市保育教育指針については、検討の部分はござ

いますけれども、承認されました。 

 続きまして、日程第５、報告第１号、大阪狭

山市いじめ問題調査委員会委員の委嘱について

を議題といたします。担当に説明を求めます。 

 担当。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 報告第１号、大阪狭山市いじめ問題調査委員

会委員の委嘱についてご説明させていただきま
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す。 

 資料につきましては、42ページから43ページ

まででございます。 

 それでは、43ページをご覧ください。 

 本案件につきましては、大阪狭山市いじめ問

題調査委員会及び大阪狭山市いじめ問題再調査

委員会条例が昨年の12月定例月議会におきまし

て議決され、その施行に伴いまして、同条例第

４条の規定に基づき委員の委嘱をお願いするも

のでございます。 

 任期につきましては、令和３年３月１日から

令和５年２月28日までの２年間でございます。 

 なお、今回委嘱させていただきます委員の皆

様につきましては、事前に各職能団体に推薦依

頼をさせていただいた上でご回答をいただいた

方々でございますので、よろしくご審議くださ

いますようお願いいたします。 

 以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 ただいまの説明につきまして、何かご意見等

ございませんでしょうか。よろしいですか。 

 ないようでございますので、本案を原案のと

おり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 日程第５、報告第１号、大阪狭山市いじめ問

題調査委員会委員の委嘱については承認されま

した。 

 続きまして、日程第６、報告第２号、大阪狭

山市附属機関設置条例の一部を改正する条例に

ついてを議題といたします。 

 担当に説明を求めます。 

 担当。 

教育総務グループ参事（荒川郁代） 

 それでは、日程第６、報告第２号、大阪狭山

市附属機関設置条例の一部を改正する条例につ

いてご説明させていただきます。 

 資料は、44ページから48ページでございます。 

 この条例改正につきましては、３月定例月議

会に一括して企画グループより上程となるため、

市長部局と教育委員会部局の附属機関は両方ご

ざいます。この定例会議では、教育委員会の附

属機関の部分のみをご説明させていただきます。 

 現在、内部で組織されています大阪狭山市こ

れからの学校園のあり方検討会では、学校園の

適正規模、適正配置などの検討課題について、

識見を有する方のご意見や市長部局の関係グル

ープの意見を参考に検討してまいりました。今

後、子供たちにとって望ましい保育教育環境の

整備を目的に、学習活動の諸課題の解消に向け

た学校規模の適正化などの報告を検討するため、

教育委員会の附属機関として大阪狭山市これか

らの学校園のあり方検討委員会を設置するもの

でございます。 

 なお、大阪狭山市これからの学校園のあり方

検討会委員報酬につきましては、１人7,000円

と定めております。 

 ３月定例月議会で可決された後、３月の教育

委員会会議では大阪狭山市これからの学校園の

あり方検討委員会設置規則を上程させていただ

きたいと考えております。 

 非常に簡単な説明ではございますが、ご報告

いたします。よろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 ただいまの説明につきまして、何かご意見、

ご質問等はございませんでしょうか。 

 ないようでございますので、本案を原案のと

おり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 日程第６、報告第２号、大阪狭山市附属機関

設置条例の一部を改正する条例については承認

されました。 

 続きまして、日程第７、報告第３号、令和２



－9－ 

年度（2020年度）大阪狭山市一般会計補正予算

（第18号 教育委員会関係）についてを議題と

いたします。担当に説明を求めます。 

 担当。 

学校教育グループ課長（尾島 肇） 

 それでは、報告第３号、令和２年度（2020年

度）大阪狭山市一般会計補正予算（第18号 教

育委員会関係）についてご説明いたします。 

 資料は、49ページから50ページでございます。 

 本事業は、新型コロナウイルス感染症の感染

拡大防止を図りつつ学校の教育活動を継続して

いくため、学習環境の整備に必要な備品や消耗

品を購入するとともに、教職員の資質向上のた

めの研修支援を行うことを目的とする感染症対

策学習保障支援事業に係る予算でございまして、

さきの２月の緊急議会でご承認をいただいたと

ころでございます。 

 歳入についてでございますが、本事業の総事

業費2,240万円の２分の１につきましては、学

校保健特別対策事業費国庫補助金より補助を頂

戴する予定でございます。 

 続いて歳出ですが、小学校費、小学校管理費、

感染症対策学習保障支援事業としまして、需用

費として133万1,000円、委託料としまして109

万6,000円、備品購入費としまして597万3,000

円を計上しております。 

 また、中学校費、中学校管理費、感染症対策

学習保障支援事業としまして、需用費として33

万2,000円、委託料として50万円、備品購入費

として317万8,000円を計上しております。 

 事業の内容としましては大きく２点ございま

して、１点目は、学校における感染症対策支援

でございます。需用費より消耗品として自動ア

ルコールディスペンサーやその他衛生用品を、

備品購入費よりＡＩサーマル検知システムや赤

外線節水器等を各校のニーズに応じて導入して

まいります。 

 ２点目は、教職員の資質向上のための研修と

支援でございます。委託料より教職員向けの日

常業務にいける情報セキュリティーに係るウェ

ブ研修の実施を予定しております。 

 なお、市単費の２分の１の予算につきまして

は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨

時交付金が活用可能となってございます。 

 以上、簡単な説明ではございますが、ご審議

につきましてよろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 ただいまの説明につきまして、何かご質問等

ございますでしょうか。 

 よろしいですか。特にないようでございます

ので、本案を原案のとおり承認することにご異

議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 日程第７、報告第３号、令和２年度（2020年

度）大阪狭山市一般会計補正予算（第18号 教

育委員会関係）については承認されました。 

 続きまして、日程第８、報告第４号、令和２

年度（2020年度）大阪狭山市一般会計補正予算

（第19号 教育委員会関係）についてを議題と

いたします。担当に説明を求めます。 

 担当。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 それでは、報告第４号、令和２年度（2020年

度）大阪狭山市一般会計補正予算（第19号 教

育委員会関係）についてご説明させていただき

ます。本件につきましては、予算関連所属が複

数となりますので、教育総務部のほうから一括

してご説明させていただきます。 

 資料につきましては、51ページから54ページ

までとなってございます。 

 まず、資料52ページの債務負担行為補正でご

ざいます。 

 認定こども園施設整備事業でございますが、
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債務負担行為の限度額を１億688万9,000円に増

額補正を行うものでございます。 

 次に、53ページをご覧ください。 

 歳入でございます。 

 国庫負担金でございますが、国庫負担金のう

ち民生費国庫負担金と教育費国庫負担金におい

て、子どものための教育・保育給付費国庫負担

金及び子育てのための施設等利用給付費国庫負

担金のそれぞれ減額補正でございます。 

 次に、国庫補助金でございます。民生費国庫

補助金におきまして、子ども・子育て支援整備

交付金、保育所等整備交付金の減額補正でござ

います。また、子ども・子育て支援事業費補助

金では増額補正となっております。 

 次に、府支出金でございますが、府負担金の

うち民生費府負担金と教育費府負担金において、

子どものための教育・保育給付費府負担金及び

子育てのための施設等利用給付費府負担金のそ

れぞれの減額補正でございます。 

 次に、府補助金でございます。民生費府補助

金におきまして、子ども・子育て支援整備交付

金の減額補正でございます。また、教育費府補

助金では、施設型給付費等地方単独費用府補助

金及び大阪府認定こども園施設整備費補助金の

減額補正でございます。 

 以上の総額として１億7,142万5,000円の減額

補正となってございます。 

 続きまして、54ページの歳出でございますが、

まず、民生費、児童福祉費の児童福祉総務費で

ございますが、児童福祉管理事業においては子

ども・子育て支援交付金超過交付返還金、子育

て応援基金積立金の増額でございます。 

 民間保育園等対策事業では、民間保育園等施

設整備費補助金の減額でございます。 

 母子家庭等対策総合支援事業では、母子家庭

等対策総合支援事業費国庫補助金超過交付返還

金の増額です。 

 子ども・子育て支援給付事業では、保育所給

付費、施設型給付費のそれぞれの減額。地域型

保育給付費では、増額補正でございます。また、

子育てのための施設等利用給付事業では、施設

等利用給付費の減額でございます。 

 最後に、教育費の幼稚園費でございます。幼

稚園振興費では、子ども・子育て支援給付事業

の施設型給付費と子育てのための施設等利用給

付事業でそれぞれ減額でございます。 

 以上、歳出の総額として２億5,879万4,000円

の減額補正となっております。 

 私からの説明は以上でございますが、詳細に

つきましては個別にご質問いただきまして各担

当のほうから説明をするようにいたしますので、

よろしくご審議くださいますようお願いいたし

ます。以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 ただいまの説明につきまして、何かご質問等

ございませんでしょうか。 

 詳細は担当からということでございますので、

１点だけ、民間保育園の施設整備補助金の減額

というのが債務負担行為補正とも関連しますの

で、この内容についてだけちょっと説明をお願

いいたします。 

保育・教育グループ課長（浜口亮） 

 認定こども園整備事業につきましては、現在

きらり保育園の建て替えを行っていただいてお

ります。昨年の９月から園の建て替え等を行っ

ておりまして、建て替えに合わせまして幼保連

携型認定こども園に移行する予定としておりま

す。 

 本工事につきましては、令和２年度から令和

３年度の２か年事業ということで債務負担行為

を設定して事業のほうを実施しております。当

初、国・府の補助金を頂くに当たりまして、協

議段階ではいわゆる進捗率のほうを90％という

ことで見込んでいたのですが、実際に工事契約
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の締結を見まして事業費が確定し、実際２か年

事業ということで、現在の園舎をそのまま残し

ながら今の園庭に新しい園舎を建て、その後、

引っ越し作業が完了しました４月以降に今の旧

園舎を解体し、新しい園庭を整備する、こうい

う手順になっています。その事業進捗率を令和

２年度、令和３年度それぞれ合わせた結果、令

和２年度分の補助金額では当初の進捗率より下

がっておりますので、今年度の予算を減額し、

来年度にその残りの分を送ったというような形

で債務負担行為の額を今年度は減額させていた

だき、来年度は増額させていただいた。それに

対応する歳入歳出それぞれも予算を補正させて

いただいている、という内容になっております。 

 以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 工事の進捗とその施設のオープンについて、

担当から説明をお願いします。 

 担当。 

保育・教育グループ（浜口亮） 

 工事のほうは現在、新園舎のほうの建築工事

のほうを進めていただいておりまして、この３

月の中旬に完成するという予定になっておりま

す。それに合わせまして、４月１日には新園舎

で保育のほうを実施できるという現在準備を進

めていただいておりまして、認定こども園移行

に合わせまして、放課後児童会の併設というこ

とも併せてやっていただく予定をしております

が、それにつきましても４月１日から事業は開

始していただけるという予定になっております。 

 一応工事は順調に進んでおりまして、先ほど

申し上げましたとおり、４月以降、今度は解体

をまた園庭の整備、駐車場の整備ということで、

最終的には９月末までを工事期間としておりま

して、今のところは順調に進めていただいてい

る状況で、保育は予定どおり４月１日から認定

こども園として開始していただく予定となって

おります。 

 以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 ４月１日からオープンということで、いなが

らの解体工事ということになりますので、十分

注意してやっていただきたいなと思います。 

 委員の皆様、ほかに何かご質問等ございませ

んでしょうか。 

 ないようでございますので、本案を原案のと

おり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 日程第８、報告第４号、令和２年度（2020年

度）大阪狭山市一般会計補正予算（第19号 教

育委員会関係）については承認されました。 

 続きまして、日程第９、報告第５号、令和３

年度（2021年度）大阪狭山市一般会計予算（教

育委員会関係）についてを議題といたします。 

 担当に説明を求めます。 

 担当。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 それでは、報告第５号、令和３年度（2021年

度）大阪狭山市一般会計予算（教育委員会関係）

についてご説明をさせていただきます。 

 資料につきましては、55ページから68ページ

までとなってございます。 

 資料には、令和３年度の主な予算事業名及び

その内容を列記してございます。こちらのほう

を順番にご説明させていただきます。 

 まず、56ページをご覧ください。 

 １つ目、教育環境改善事業（新型コロナウイ

ルス感染症対策）でございます。こちらにつき

ましては、新型コロナウイルス感染症の発生及

び拡大防止のため、市立こども園、幼稚園にお

いて消毒液等の物品を購入するとともに、民間

保育所及び認定こども園等に対して物品購入に

係る費用を補助するものでございまして、750
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万円を計上してございます。 

 次に、認定こども園施設整備事業でございま

す。令和３年度にきらり保育園が幼保連携型認

定こども園に移行するに当たり、旧園舎の撤去

等に係る費用の一部を補助するものでございま

して、事業予算につきましては整備費補助金と

して9,520万1,000円を計上してございます。 

 次に、57ページの民間放課後児童会運営事業

費補助事業でございます。放課後児童会の受皿

を拡大するとともに、保護者ニーズを捉えた柔

軟なサービスが可能となるよう、民設民営の放

課後児童健全育成事業者に対し事業に係る必要

経費の一部を補助するものでございまして、事

業費補助金として2,696万8,000円を計上してお

ります。 

 次に、学校園規模適正化方針策定事業でござ

います。第２期大阪狭山市教育振興基本計画に

おける重点目標の一つである時代の変化に対応

した学習環境などの整備のため、教育委員会の

附属機関として大阪狭山市これからの学校園の

あり方検討委員会を設置し、本市の学校園規模

の適正化について検討を進めるに当たって生じ

る委員報酬でございまして42万円を計上してご

ざいます。 

 次に、学校施設大規模改造事業でございます。

こちらにつきましては、南中学校の長寿命化大

規模改造工事に係る実施設計事業を行うもので

ございまして、事業予算につきましては1,940

万7,000円を計上しております。 

 続きまして、58ページの教育ＩＣＴ環境整備

事業でございます。こちらにつきましてはＧＩ

ＧＡスクール構想に基づき整備した児童・生徒

１人１台のタブレット端末を効果的に学習に活

用するため、学校や家庭で安全かつ適切にオン

ライン学習ができる環境を整えるとともに、安

定的に継続的に端末を利用できる体制を整備、

強化するものでございます。事業予算につきま

しては、教育用コンピューター回線使用料、フ

ィルタリングソフトウエアの使用料、教育用コ

ンピューターなどの情報機器保守業務委託料、

ＧＩＧＡスクールサポーター派遣業務委託料、

情報機器等借り上げ料、教育用情報機器等修繕

料、これらの合計として6,383万6,000円を計上

しております。 

 次に、国語力向上事業でございますが、モデ

ル校として小学校２校、中学校１校を対象にリ

ーディングスキルテストを試行実施し、児童・

生徒の国語力の向上を図るものでございますし

て、その委託料として54万5,000円を計上して

おります。 

 次に、就学援助事業、特別支援教育就学奨励

事業でございます。こちらにつきましては、経

済的な理由により就学が困難と認められる児

童・生徒の保護者に対して、家庭でのオンライ

ン学習に係る通信費の援助を行うものでござい

まして、扶助費と維持経費の合計8,774万2,000

円を計上しております。 

 次に、学習支援員配置事業でございます。退

職教員や教員を志望する大学生など多様な地域

人材を活用し、児童・生徒一人一人の学習定着

度に応じたきめ細やかな学習支援を行います。

事業予算につきましては、学習支援員謝礼とし

て370万円を計上しております。 

 次に、スクールサポートスタッフ事業でござ

います。教員の業務軽減を図り、教員が一層児

童・生徒への指導や教材研究等に注力できるよ

う、教職員の補助的業務を担うスクールサポー

トスタッフを全校に配置するものでございまし

て、事業予算につきましては、会計年度任用職

員の報酬及び費用弁償費として合計661万8,000

円を計上しております。 

 続きまして、60ページ、学校給食センター施

設改修事業でございます。こちらにつきまして

は、老朽化している学校給食センターの施設設
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備を計画的に更新するものでございまして、事

業予算につきましては、学校給食センター改修

工事費及びその工事管理業務の委託料として合

計8,116万円を計上しております。 

 なお、本事業は、本来であれば令和２年度事

業としてその予算を確保しておりましたが、新

型コロナウイルス感染症の影響により事業実施

が延期されたものでございます。 

 次に、地域学校協働活動事業でございます。

こちらにつきましては、地域と学校をつなぐコ

ーディネーターとして地域学校協働推進員を引

き続き配置することで学校運営協議会の体制強

化を図り、地域学校協働活動の充実をめざすも

のでございます。事業予算につきましては、会

計年度任用職員として任用しております地域学

校協働推進員の報酬等でございまして、合計

297万5,000円を計上しております。 

 続きまして、61ページの文化財保存活用地域

計画策定事業でございます。市内の文化財の保

存活用を進めるため、平成30年度に策定した歴

史文化基本構想を基に、新たに文化財保存活用

地域計画を策定するための委員報酬等で82万

8,000円を計上しております。 

 次に、池守田中家文化財調査事業でございま

す。こちらにつきましては、史跡狭山池に重要

な関りのある池守田中家の保存活用について、

文化財調査に要する費用等でございます。合計

232万6,000円を計上しております。 

 次に、郷土資料館展示事業でございます。こ

ちらにつきましては、本市の近代文化遺産をテ

ーマに展示会物の動画配信など、新しい生活様

式に合わせた手法も取り入れた企画展を開催す

る事業でございまして、報償費や委託料等の合

計268万4,000円を計上しております。 

 最後に、62ページの狭山中学校区円卓会議提

案事業でございます。こちらにつきましては、

地域住民のコミュニティーづくりを進めるため、

さやりんピックや地域文化祭を開催するととも

に、地域課題の解決に向けた講演会などを行う

事業でございます。事業予算473万9,000円のう

ち、教育委員会関係の予算といたしましては、

さやりんピック事業分の103万5,000円となって

おります。 

 主要事業についての説明は以上でございます

が、資料の63ページ以降に一般会計予算の令和

３年度と今年度の比較を含めた一覧表を掲載し

てございます。事業名だけでは分かりにくい部

分もあろうかと思いますけれども、詳細につき

ましては個別のご質問いただきましたら担当か

ら説明をするようにいたしますので、よろしく

お願いいたします。以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 当初予算ということで令和３年度の説明をし

ていただきました。内容について、何かご質問

等お願いいたします。 

 河合委員。 

教育委員（河合洋次） 

 国語力向上事業のリーディングテストという

のはどういうテストなんですか。 

学校教育グループ課長（尾島肇） 

 リーディングスキルテストでございますが、

文章に書かれている意味を正確に捉える力を測

定診断する、一般にも公開されておりますテス

トでありまして、こちらを重点校の児童・生徒

に試していただいて、本市の国語力向上のため

の授業づくりにその結果を反映させていきたい

という考えの下、実施するものでございます。 

 以上でございます。 

教育委員（河合洋次） 

 そのテストをして課題が見つかるようになる

というか、たとえば読む力のうちどの能力が足

りないかというような課題が分かるんですか。 

教育長（竹谷好弘） 

 担当。 



－14－ 

学校教育グループ課長（尾島肇） 

 課題としましては、例えば文節ごとに正しく

区切って読む力はどうでありますとか、誰が何

をどうしたというような文章の構造を正しく認

識できているかどうかというような11の読解の

プロセスというものがこのリーディングスキル

テストでは位置づけられておりまして、それぞ

れの傾向が出てくるというものでございます。 

 以上でございます。 

教育委員（河合洋次） 

 教科書、どの教科も文章で書いてあるので読

む力というのが重要かと思いますので、効果等

は分からないですが、効果があるのであれば積

極的に今後導入していっていただきたいなと思

います。 

教育長（竹谷好弘） 

 はい、ありがとうございます。ほかに何か。 

 河合委員。 

教育委員（河合洋次） 

 60ページの地域学校協働活動事業のところな

んですけど、これはコミュニティ・スクールの

ことで、今年はモデル的にしていただいたと思

うんですが、コロナの状況とかもあってなかな

か難しい面があったと思いますけど、次年度の

取組というのはどういうような見通しをお持ち

なのか教えてもらえますか。 

社会教育・スポーツ振興グループ課長（林部雅

司） 

 予算のほうですが、地域学校協働活動事業と

いうことで、推進員さんのコーディネートをし

てくださる方の予算を今計上しているものにな

ります。今年度、２名の方が今モデル校の南第

一小学校で取組を進めてくださっているんです

けれども、その方を中心に今、地域の方と学校

をつなぎ合わせるような取組を次年度も進めて

くださっているところです。来年度、令和３年

度につきましては、引き続き南第一小学校がモ

デル校になっておりますので、その方を中心に

事業を進めていきながら、令和４年度、新しく

またコミュニティ・スクールとして制度を導入

される学校が手を挙げた段階で、推進員さんが

うまく関われるような仕組みづくりをしかけて

いるところが現在の状況になっております。 

教育委員（河合洋次） 

 ありがとうございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 よろしいでしょうか。 

 ほかに何かご質問等ありませんでしょうか。 

 特に令和３年度新規事業に対する、例えばＩ

ＣＴでは、人的支援の体制ということを構築し

ようという予算の計上にもなっております。 

 例えば、ＧＩＧＡスクールサポート派遣業務

というところですけれども、これは具体的にど

のような形で現場支援ということなのかについ

てちょっと触れていただきたいと思います。 

 担当。 

学校教育グループ課長（尾島肇） 

 ＧＩＧＡスクールサポーターでございますが、

１人１台のタブレット端末導入に当たりまして、

今、各校でも２月末までに導入されて、どう使

っていこうかというところをいろいろ試行錯誤

していただいているところです。 

 このＧＩＧＡスクールサポーターは、その活

用について教員と一緒に計画づくりを行ったり

でありますとか、トラブルに対する対応につい

てノウハウをつくっていくでありますとか、あ

るいは先行して実施しているモデル校に入りま

して、授業づくりにおいてどのような活用が有

効であるとか、そういうことを各校に普及して

いく、そういう手助けをしていただく人材とい

う予定をしております。 

 以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 具体的には何人ぐらいで、どのような学校の
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回り方のことをするとしておられますでしょう

か。 

学校教育グループ課長（尾島肇） 

 具体的には、人数はこれからではありますが、

各１０校に継続的に入っていただける人を大前

提といたしまして、その中で合計何人の方に来

ていただくかというのは、今後委託する業者と

調整を進めてまいりたいと考えてございます。 

 以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 ほかに何か、委員の皆さん、ご質問ございま

せんでしょうか。 

 なければもう一つ関連で、その人的支援の中

でスクールサポートスタッフ、これについては

現場の業務軽減とかいうふうな意味合いで予算

化して手当てしているのですが、この内容につ

いて、おさらいも含めてご説明をお願いしたい

と思います。 

 担当。 

学校教育グループ課長（尾島肇） 

 スクールサポートスタッフでございますが、

国や府の補助金を活用しながら、教員の負担軽

減というところと、あともう一点は新型コロナ

ウイルス感染症対応というところで教員が子ど

もたちと向き合う時間を確保できるように、印

刷業務でありますとか、あるいは学習環境整備

でありますとか、あるいは消毒業務であります

とか、そういったところをフォローしていただ

く人材と考えております。 

 以上でございます。 

教育長（竹谷好弘） 

 これも何人でどのぐらいの配置ということで、

今現段階での予定はありますでしょうか。 

学校教育グループ課長（尾島肇） 

 各校ごとに配置の目安を決めております、上

限の時間等を。その中で活用ということなんで

すが、ちょっと今、申し訳ございませんが、数

字を持ち合わせておりませんので。 

教育長（竹谷好弘） 

 はい、分かりました。 

 予算はついておりますので、有効に活用して

現場の業務軽減を図るということにもっていき

たいと思っております。 

 ほかに何かご質問等ございますでしょうか。 

 ないようでございますので、本案を原案のと

おり承認することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 日程第９、報告第５号、令和３年度（2021年

度）大阪狭山市一般会計予算（教育委員会関係）

については承認されました。 

 続きまして、日程第10、報告第６号、令和３

年度（2021年度）大阪狭山市一般会計補正予算

（第１号 教育委員会関係）についてを議題と

いたします。 

 担当に説明を求めます。 

 担当。 

教育総務グループ課長（北野真也） 

 それでは、報告第６号、令和３年度（2021年

度）大阪狭山市一般会計補正予算（第１号 教

育委員会関係）につきましてご説明させていた

だきます。 

 資料は、62ページから70ページとなっており

ます。 

 先ほど、令和３年度主要事業で説明のありま

した保育所、幼稚園、認定こども園等における

新型コロナウイルス感染症対策として実施いた

します保育環境改善事業に係る予算につきまし

て、３月定例月議会におきまして予算を計上す

るものでございます。 

 具体的な内容につきましては、保育所等にお

ける感染症対策について切れ目のない支援を行

うため、必要な物品、備品の購入費用につきま

して、国における令和２年度概算時補正予算分
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を活用し、本市におきましても補助等を実施す

るものでございます。 

 資料の70ページをお願いいたします。 

 まず、歳入予算ですが、国庫補助金の民生費

国庫補助金の保育対策総合支援事業費国庫補助

金といたしまして300万円を計上しております。

これは、市立こども園及び民間の保育所、認定

こども園等に係る経費に対する国庫補助金でご

ざいます。 

 次に、府支出金の教育費府補助金、大阪府教

育支援体制整備事業費補助金といたしまして75

万円を計上しております。これは、市立幼稚園

３園分の経費に対する補助金でございます。 

 これら以上、総額といたしまして375万円の

増額補正となっております。 

 次に、歳出予算でございますが、まず、民間

の保育所、認定こども園等に対する補助金とい

たしまして、民生費の児童福祉総務費の民間保

育園等対策事業の民間保育園等運営費補助金に

550万円、また、市立こども園の施設消毒液等

の購入費用といたしまして児童福祉施設費のこ

ども園管理運営事業の消耗品費20万円、午睡時

の簡易ベッドの購入費用といたしまして備品購

入費に30万円を計上しております。 

 教育費の幼稚園費の幼稚園運営事業につきま

しては、市立こども園と同様、幼稚園の施設用

消毒液等の購入費用といたしまして消耗品等に

137万4,000円、また、昼食時の密を避けるため

の園児用机等の購入費用といたしまして備品購

入費に12万6,000円を計上しております。 

 以上、総額といたしまして750万円の増額補

正となっております。 

 以上、簡単な説明でございますが、ご審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

教育長（竹谷好弘） 

 ただいまの説明につきまして、何かご質問等

ありませんでしょうか。 

 ございませんでしょうか。ないようでござい

ますので、本案を原案のとおり承認することに

ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

 ご異議なしと認めます。 

 日程第10、報告第６号、令和３年度（2021年

度）大阪狭山市一般会計補正予算（第１号 教

育委員会関係）については承認されました。 

 年度末ということで件数が多かったですけれ

ども、ご審議ありがとうございました。本日予

定しておりました議事は以上でございます。 

 これをもちまして、本日の教育委員会定例会

議を閉会いたします。 

                  以上 
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